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ヒヤリハット DBの業務機能化に関するご提案

アルサーガパートナーズ株式会社

2024年5月23日

東京消防庁　御中
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会社概要 

社名

アルサーガパートナーズ株式会社

設立日

2016年1月8日

代表取締役  CEO／CTO

小俣泰明

従業員数

469名(※2024年7月末時点）

資本金

14億3,470万円（資本準備金等を含む）

所在地

本社：東京都渋谷区　

支社：熊本県熊本市、福岡県福岡市

事業内容

ワンストップ・DXソリューションパートナー事業

（コンサルティング事業×ITシステム開発） 21004906
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一部抜粋 主なお取引先　 ※一部抜粋
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Generative AI Japanへの参画 （2024年1月17日付）

生成AI活用とAI技術の社会実装推進を目指す一般社団法人 Generative AI Japan 理事に代表小俣
が就任。弊社で取り組んできた生成 AI研究と実装の知見と実績を活かして、国内の生成 AI利活用の
在り方を議論の上利用者実態に沿ったユースケースから業界標準を確立していく

出典元：https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000132.000028308.html  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ヒヤリハット DBを
業務で使える機能にする

ご提案内容



6 

Confidential  

Arsaga Partners, Inc. 

本件提案の意義（1/3）  

  

東京消防庁様は 
個人のヒヤリハット経験（個人の知識）を集めて集合知にする取り組みをすでに始めていらっしゃいます。 
 
しかし 
その情報収集手段 
その情報活用手段 
に課題があり、期待した効果を十分に得られていない状況にあります。 
 
アルサーガパートナーズは 
その情報収集手段 
その情報活用手段 
に生成AI技術を使った解決策をご提案いたします。 
 
また 
個人のヒヤリハット知識が集合知になり得る＝集合知が消防署員の安全に寄与できることが証明されたあかつきには、119通報や
都民から広く日常のヒヤリハット経験を集め、都民の日常の安全に寄与する「東京都ヒヤリハットアプリ」への発展が期待でき、本件
活動はその礎となると捉えております。 
 
＝東京消防庁のみなさんは都民のためにまず自らドッグフードを食っているという認識でおります。 

東京消防庁様はすでに

個人のヒヤリハット経験 を集めて 

集合知にする取り組み を

始めていらっしゃいますが...
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本件提案の意義（2/3）  

 

  

「情報の入力の方法」  

「情報の分析・活用方法」

に課題があり、目指した効果を  

得られていない状況にあります。
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本件提案の意義（3/3）  

 

  

に課題があり、目的とした効果を  

得られていない状況にあります。

簡単に情報が  
入力(記録)できる  

必要な時に必要な形で  
活用できる  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ヒヤリハット活動の
成長プロセスについて

ヒヤリハットの価値

現在と未来ついて
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今回のスコープ  

個人の記憶が組織の集
合知として機能し得る
かの実証実験  

未来のスコープ  

実証実験を経て  
社会実装を検討・検証  

  

ソーシャル 

社会知 
（インフラ）  

    

ヒヤリハットDB 

類似事例 

事前準備 
危険察知 

消防庁 

組織の 
集合知  ベクトル検索 

ヒヤリハット事例 

＋ 
手動入力 

振り返りMTG
の録音 

ヒヤリハットの価値、現在と未来について（現在）  

  

類似事例 

関連性を
想起 

記憶 

個人 

個人知 
（知識）  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未来のスコープ  

実証実験を経て  
社会実装を検討・検証  

  

ソーシャル 

社会知 
（インフラ）  

    

ヒヤリハットDB 

類似事例 

事前準備 
危険察知 

消防庁 

組織の 
集合知  ベクトル検索 

ヒヤリハット事例 

＋ 
手動入力 

振り返りMTG
の録音 

  

今回のスコープ  

個人の記憶が組織の集
合知として機能し得る
かの実証実験  

類似事例 

関連性を
想起 

記憶 

個人 

個人知 
（知識）  

ヒヤリハットの価値、現在と未来について（今回のスコープ）  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ソーシャル 

社会知 
（インフラ）  

    

ヒヤリハットDB 

類似事例 

事前準備 
危険察知 

消防庁 

組織の 
集合知  ベクトル検索 

ヒヤリハット事例 

＋ 
手動入力 

振り返りMTG
の録音 

  

今回のスコープ  

未来のスコープ  

個人の記憶が組織の集
合知として機能し得る
かの実証実験  

実証実験を経て  
社会実装を検討・検証  

類似事例 

関連性を
想起 

記憶 

個人 

個人知 
（知識）  

ヒヤリハットの価値、現在と未来について（将来像）  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具体的な機能について

具体的な
機能について
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生成AIデモアプリケーション（一部）  
業務ユースケースに応じて多々のデモをご用意しており、お客様の生成AIの業務適用に向けたご検討をサポート。 

事例紹介 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生成AIデモアプリケーション（一部）  
業務ユースケースに応じて多々のデモをご用意しており、お客様の生成AIの業務適用に向けたご検討をサポート。 

事例紹介 

情報収集機能について
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入力はスマホに話すだけ！  

スマホに向かって話すだけ！  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消防庁職員さま

【提案機能①】スマホに話すだけでヒヤリハット情報を自動登録  
 

抽出した情報が自動で
ヒヤリハット DBに登録される

ヒヤリハット DB

データ利活用の高度化を目指したヒヤリハットデータの有効な蓄積の仕組み

現場：　　　　　　　 火災現場
事案発生日：　　　　 20●●年●月●日
何をしているとき？　 安全管理
ヒヤリハットの内容　 建物上部からの落下物、具体的には瓦や外壁、
　　　　　　　　　　室内機の外装などが落ちてくる可能性があった
場所　　　　　　　　 共用ベランダ付近　　
原因　　　　　　　　 火災住宅の室内評価や室内の破壊の程度を見誤っていた

1  アプリを起動

2 
MTGを開始する
MTGを終了する

MTGの内容が自動で録音され、生成 AIを
用いた文字起こしが行われる

3 

文字起こしした内容が生成 AIに渡
され、ヒヤリハットに関する内容が
抽出される

4 

消防庁職
員さまの操

作 

システム 

職員の皆様はアプリを起動し、 MTGや日報を行うだけで DBにヒヤリハットを蓄積することができます

日報やMTG内容の文字起こし3 

文字起こしの内容から生成 AIを活用した情報抽出4 

それでは先日の火災現場での出来事について報告いたします。
事案が発生したのは20●●年●月●日のことです。私は安全管理者として現場に出場しました。火元建物の入り口上
部を確認していたところ、天井に U字配管が2か所あるのを発見しました 。よく見ると、その配管からのしびれが何ミ
リか大きくなっているのに気づきました。
これは危険だと判断し、すぐに進入統制をかけました。 そしたら、その直後に6号ハンマーが落下しました。ほんの数
秒の差でした。この事態が起きたのは、放水を開始して延焼を防止している最中 でした。場所は建物の共用ベラン
ダ付近です。
今回のヒヤリハットは、上部からの落下物、具体的には瓦や外壁、室内機の外装などが落ちてくる可能性があっ
たということです。
振り返ってみると、火災住宅の室内評価や室内の破壊の程度を見誤っていたのが原因 だと考えています。今後はこ
の点に特に注意を払う必要があると思います。

生成AI
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生成AIデモアプリケーション（一部）  
業務ユースケースに応じて多々のデモをご用意しており、お客様の生成AIの業務適用に向けたご検討をサポート。 

事例紹介 

情報活用機能について
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知りたい情報を見やすく表示  

簡単・便利・見やすい表示  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【提案事例②】状況に応じた類似過去情報照合・危険予測など  

  

消防庁職員さま

ヒヤリハット DB

予測される危険： 熱中症による隊員の意識障害、経験不足による状況判断ミス

対策：　　　　　 定期的体調チェックと水分補給の徹底、ベテランと新人のペア編成

1 

各種入力情報

1.季節
2.天気
3.場所
など…他のデータベースと連携も検討

状況をもとにヒヤリハット DBから起こりう

るヒヤリハット事例を検索
2 

4 

消防庁職
員さまの操

作 

システム 

状況からヒヤリハット事例を検索する2 

ヒヤリハット事例から生成 AIが危険予知や対策の考案3 

真夏の猛暑日、都市部の古い5階建て雑居ビルで火災が発生しました。新人消防士の田中（25歳）

は、経験豊富な先輩消防士の佐藤（45歳）とペアを組んで3階の捜索・救助活動に当たっていました。

気温35度、湿度80%を超える過酷な環境の中、防火服を着用しての活動は体力を著しく消耗させま

す。田中は2階の捜索を終え、3階に上がる際、めまいと吐き気を感じ始めましたが、先輩に迷惑を

かけたくないという思いから黙っていました。

3階の廊下を捜索中、田中の動きが鈍くなっていることに佐藤が気付きました。声をかけても明確な返

事がなく、田中は熱中症の初期症状を示していました。

佐藤はすぐに指揮本部に状況を報告 し、田中を安全な場所に移動させようとしました。しかし、その

瞬間、天井の一部が崩落し始め、退路が塞がれそうになりました。

佐藤は冷静に判断し、自身の体で田中をカバーしながら、間一髪で階段まで退避。 そこで待機して

いた他の隊員の助けを借りて、無事に田中を建物の外に搬出しました。

生成AI

端末やスピーカーで確認することも可能
消防庁職

員さまの操
作 

生成AIに過去事例を渡し、起こりうる事

故の予測やその対策を出力させる
3 

119番システムに
ついて追加

真夏の猛暑日、都市部の古い 5階建て雑居ビルで火災が発生しました。新人消防士の田中（ 25歳）は、経

験豊富な先輩消防士の佐藤（ 45歳）とペアを組んで3階の捜索・救助活動に当たっていました。

気温35度、湿度80%を超える過酷な環境の中、防火服を着用しての活動は体力を著しく消耗させます。

田中は2階の捜索を終え、3階に上がる際、めまいと吐き気を感じ始めましたが、先輩に迷惑をかけたくな

いという思いから黙っていました。

3階の廊下を捜索中、田中の動きが鈍くなっていることに佐藤が気付きました。声をかけても明確な返事

がなく、田中は熱中症の初期症状を示していました。

佐藤はすぐに指揮本部に状況を報告し、田中を安全な場所に移動させようとしました。しかし、その瞬間、

天井の一部が崩落し始め、退路が塞がれそうになりました。

佐藤は冷静に判断し、自身の体で田中をカバーしながら、間一髪で階段まで退避。そこで待機していた他

の隊員の助けを借りて、無事に田中を建物の外に搬出しました。
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【提案機能③】分析結果をダッシュボードに見やすく表示  

日報内容から下記のような抽出要素を自動的に分
類し、データベースに保存する 

ヒヤリハット情報の記録  

自動分類・タグ付け機能  

1.ヒヤリハットデータベースから情報を抽出 
2.カスタマイズ機能　→部署別・役職別 

1.グラフ化機能 　　→署別の事故傾向（例：火災発生率） 

2.グラフ解析支援 　→初心者向けグラフ解釈ガイド 

3.AIアドバイザー 　→ヒヤリハットDBの分析に基づく対策案提示 

4.生成AI活用機能 　→危険予知訓練シナリオ作成・事例集自動生成 

ヒヤリハット情報の利活用  

レポート自動生成  1 

データ分析・可視化  2 

日報内容から下記のような抽出要素を自動的に分類し、
データベースに保存する 

1. 抽出要素： 

事故の種類・発生場所 

原因・ヒヤリ分類など 

事故の種類 発生場所

原因 ヒヤリ分類

1  2 

課題の以下2点に注目  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【提案機能④】動画生成AIを用いたヒヤリハット再現動画  

動画生成AIを活用してヒヤリハットの再現動画を作成し、危険性のイメー
ジの明確化することにより危機意識の向上が見込める。 

ヒヤリハット情報の利活用  

レポート自動生成  3 

データ分析・可視化  4 

隊員 

3  4 

動画内でAIにより「危険性に対する注意喚起」や「必要な対策案を提示」
することにより、「分からない」状態の改善も見込める。 

導入後の活用イメージ  

ヒヤリハットDB内の情報から場面の再現動画を自動生成  

憶

課題の以下2点に注目  

ヒヤリハットの場面を動画で視覚的に確認できる  

建物内で火災が起きた時のヒヤリハット  

検索

ヒヤリハット DB
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役割分担・プロセス

について
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東京都様と弊社（開発会社）の役割分担  

東京都様の役割  

● 現状システムのドキュメント提供
既存のシステムに関する情報やドキュメントなど開発の参考に
なる情報を提供お願いします。

● 各種意思決定
開発工程において選択肢が生じた際の各種意思決定をお願い
します。

● 納品確認
開発が完了したシステムに対して、東京都が受け入れテストや
検収作業を行い、要件や品質に適合しているかを確認をお願い
します。

アルサーガの役割  

● 詳細ヒアリングや定例 MTGの実施
東京都様からの要求や要件を詳細にヒアリングし、定例MTG（ミーティ

ング）を通じて進捗や課題について報告・調整します。

● 要件定義 /設計
東京都からの要求をもとに具体的な要件定義を行い、システム開発
の方針を決定、エンジニアリング工数の見積もりを作成します。

● システム開発、デザイン作成
要件定義に基づいてシステムの設計・開発を行い、使用者にとって使
いやすいデザインを作成します。

● 各種ドキュメント作成
プロジェクトに関連する各種ドキュメント（仕様書、テストケース、マ
ニュアルなど）を作成し、提出します。

● 保守運用作業
システムの保守や運用にも対応し、必要に応じて修正や改善を行い
ます。
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開発プロセスについて  

各期間ごとの開発規模に則した最適なプロジェクトチームを組成し、その規模に応じた準委任契約を締結します。  

想定フェイズ（規模イメージ）

小規模 大規模 中規模 小規模

要件定義期間 開発期間  テスト期間   運用期間 

各期間ごとに人員のアサインが異なるため、月額の費用が一定ではございません。  

「楽になる」「便利になる」「わかりやすい」という体験の為には  
要件定義工程が非常に重要
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東京都様 

ヒアリン
グ 

提案準
備 

契約 
手続き  

マイル 
ストン 

訪問  訪問 (本提案)  

開発/テスト  

キックオフ  

アルサー
ガパート
ナーズ 

ピッチ  
イベント  

システム開発  
デザイン作成  

ヒアリングの為の  
打ち合わせへの参

加 

詳細 
ヒヤリン

グ 

要件定義/設計  
インフラ構築  

現状システムの  
ドキュメント提供  

そもそもそんなに早く始まらないから、  
初月をn月として、2ヶ月目をn+1月、n+2月・・・という感じにしてください  

中島：承知いたしました。ありがとうございます！！  
 
東京都は全部で何ヶ月ぐらいかかるの？が知りたいはずです  
中島：必要機能ざっと洗い出して、見積もり出してみます。(ご要望によっては、期間
の前後がございます。<- みたいな文言はつけておきます)  

開発機能 
1. 日報やMTGの内容から必要事項を抽出

しヒヤリハットDBに登録する機能 
2. 119の音声をリアルタイムで取得して類似

内容をベクトル検索する機能 
3. 上記類似内容から注意喚起を音声で行

う。 
 
—---以下追加機能として含む-------- 
 
1. ヒヤリハット情報の自動分類・分析システム 
2. 動画生成AIを用いたヒヤリハット再現動画 

追加機能開発/テスト  

各種ドキュメント作成   各種ドキュメント作成  

システム開発  
デザイン作成  

詳細 
ヒヤリング  

ヒアリング  
提案準備 

契約 

要件定義/設計  
インフラ構築  

東京都  
ヒヤリハット  

アプリ  

契約 
手続き  

契約 
手続き  

提案 

契約 
手続
き 

開発工程において選択肢が  
生じた際の各種意思決定  

開発工程において選択肢
が 

生じた際の各種意思決定  

ヒアリングの為の  
打ち合わせへの参加  

現状システムの  
ドキュメント提供  

保
守 
運
用 

計画/提案   
 
 
 
 
 

保
守 
運
用 

受け入れ  
テスト検収  

保
守 
運
用 

 
 
 
 
 
 

保
守 
運
用 

受け入れ  
テスト検収  

契約 
手続き  

訪問  訪問 (本提案)  キックオフ  

※ ご要望によっては、期間の前後がございます。  

スケジュールイメージ  

Ph.1  

~  

Ph.2   Ph.3~  

7月 

~  

1ヶ月目   2ヶ月目   3ヶ月目   1ヶ月目   2ヶ月目  
3ヶ月目~  

1w   2w   3w   4w   1w   2w   3w   4w   1w   2w   3w   4w   1w   2w   3w   4w   1w   2w   3w   4w   1w   2w   3w   4w  

開発スコープ決定 /要件定義後に
詳細スケジュールを提出いたします。

現時点の想定初期開発期間は
着手より3ヶ月程度と考えております。
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提案まとめ  

  

東京消防庁様は 
個人のヒヤリハット経験（個人の知識）を集めて集合知にする取り組みをすでに始めていらっしゃいます。 
 
しかし 
その情報収集手段 
その情報活用手段 
に課題があり、期待した効果を十分に得られていない状況にあります。 
 
アルサーガパートナーズは 
その情報収集手段 
その情報活用手段 
に生成AI技術を使った解決策をご提案いたします。 
 
また 
個人のヒヤリハット知識が集合知になり得る＝集合知が消防署員の安全に寄与できることが証明されたあかつきには、119通報や
都民から広く日常のヒヤリハット経験を集め、都民の日常の安全に寄与する「東京都ヒヤリハットアプリ」への発展が期待でき、本件
活動はその礎となると捉えております。 
 
＝東京消防庁のみなさんは都民のためにまず自らドッグフードを食っているという認識でおります。 

ヒヤリハット「活動」 を、  

業務内で実際に役立つ「機能」  

へと進化させる支援ができる開発パートナーです。

アルサーガパートナーズは、  

すでに東京消防庁様で取り組みが開始されている  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Thank you for your time  
 ご不明点・ご質問がございましたら、お気軽にご連絡ください。 

sales@arsaga.jp 

お問い合わせ先  


